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演奏会  

「夢のあとさき ～郷愁をうたう」 

 

歌  大原千奈美 

編曲・ピアノ 木下岳文  

① 



「落葉松」 

 

 野上彰 作詞  

 小林秀雄 作曲 

② 



「夢のあとに」 

 

 トスカーナ地方の詩の 

               ビュッシーヌによる仏訳  

 フォーレ作曲  

③ 



今回、皆様の前で歌う機会をいただきまして、本当に 

光栄なことと思っております。私は約20年、声楽の先生

について、西洋の歌曲を勉強してまいりました。 

「夢のあとに」は、ずっと勉強してきた曲の1つです。 

夢の中で、燃えるような恋の幸福に酔いしれておりまし

たら、夢から覚めてしまい、「あの人を返して！」 と 

夜に向かって呼びかける という内容です。 

どうぞお聴きください。 

 

            大原 千奈美 ④ 



 「飯田高校校歌によせる 

祝典幻想曲」 

 

 木下岳文 編曲   

⑤ 



校歌は躍動感のあるリズムによって貫かれていますが、

まずこの躍動感を更に強調し、草原を駆け抜ける馬の

ような軽快なイメージで曲が始まります。 

中間部は一転して、美しい故郷を思い出すような雰囲

気に、そして再び躍動感あふれるリズムで盛り上がりま

す。おしまいは、今日の祝典にふさわしく、ピアノが低い

音から高い音まで駆け上がって校歌の最後の節を堂々

と奏でて終わります。 

 

             木下 岳文 

 

⑥ 



飯田高校 校歌の歴史 

⑦ 



明治39年、長野県下の中学では長野に次いで2番目に 

飯田中学に初代のピアノが購入されました。 

そのピアノを使って、当時25歳の音楽教師 井出茂太により 

校歌が作曲されました。 

⑧ 



生徒数の増加により、歌詞も変わってきました。 

「四百の健児」から「数百の」 そして「九百の」になり、 

現在の「千余の学徒」へ。 

⑨ 



歌い方も、時代によって少しずつ変わってきたようです。 

昔は、力強く堂々と、 

自治の気概とロマンを歌い上げていたと思われます。 

現在は、躍動的で流麗な雰囲気を醸し出しています。 

高い志を持って伝統を受け継ぎ、 

故郷への熱い思いを共有する校歌は、 

100年以上にわたり、時代を超えて歌い継がれてきました。 

⑩ 



歌詞に登場する赤石山、天竜川、風越山など 

故郷のシンボルは、 

今日までずっと、変わらず、静かに、 

現代の在校生たちにもその姿を見せています。 

⑪ 



 日本の歌によるメドレー 

 

「赤とんぼ」 

 三木露風 作詞 山田耕筰 作曲 

「カチューシャの唄」 

 島村抱月・相馬御風 作詞 中山 晋平 作曲 

「里の秋」 

 斎藤信夫 作詞 海沼実 作曲 

「翼をください」 

 山上路夫 作詞 村井邦彦 作曲   
⑫ 



アメイジング・グレース 

⑬ 









次回 在京飯田高校同窓会 開催予定 

  

平成３０年１１月１０日（土） 

  

 来年もお目にかかりましょう！ 

 本日はありがとうございました。 


	映写用資料
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

